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1 Introduction

Uを2n−3次元Heisenberg群としよう. つまりU = {u =

 1 t0 0

a En−2 0

c tb 1

 |a,b ∈

Rn−2, c ∈ R}とする. 本講演では U のユニタリー表現を考えその既約分解につい

て得られた結果を述べる. Heisenberg群はべき零群の特殊な場合なので Kirillov

の軌道法によりユニタリー表現の制限である分岐則や誘導表現の既約分解につい

ては詳しく研究されている. しかし任意のユニタリー表現の既約分解については

まだよく知られていない. 一方 Heisenberg群の既約ユニタリー表現については

Stone-von Nuemannの定理により L2(Rn−2) 上に h ∈ Rでパラメトライズされ
たユニタリー表現

ρh(u)f(x) = exp
√
−1(tbx+ hc)f(x+ hq)

で尽くされることが知られている. つまりこれら ρh, h ∈ Rを用いて U のヒルベ

ルト空間H 上のユニタリー表現 πを直積分を使い

π =

∫ ⊕

h∈R
w(h)ρhµ(ρh)

と分解することを目標とする. ここで w(h)は既約ユニタリー表現 ρhの重複度で

0あるいは自然数. また µ(ρh)は Û 上のBorel測度. Guilleminと Sternbergは [5]

の中でコンパクト群 U(n)のユニタリー表現の既約分解における重複度の問題を

取り上げた. U(n)の余随伴軌道 O 上の偏極可能な直線束 Lの大域切断 Γ(O, L)

上に最高ウエイト (λ1 ≥ · · · ≥ λn)を持つ既約ユニタリー表現が構成される. 一般
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のユニタリー表現の中でウェイト αの既約表現がどれだけの重複度を持つか. そ

れは余随伴軌道上の αから定まる Gelfand-Cetlin系に関する Bohr-Sommerfeld

集合の個数によることが示された. Heisenberg群は非コンパクト群でその表現は

無限次元である. そのためにHeisenberg群のユニタリー表現が与えられた時その

既約成分の重複度をいかに見出すか, それがわかった時既約分解をどのように構

成するかと言う問題を本講演では考えていきたい.

Rを U の 1次元の中心とし商空間X = U/Rを考える. X は u/rと同一視出

来て 2n−4次元のアファイン空間とみなせる. ただし u = LieU, r = LieRとする.

本講演の１つ目の目標はX に偏極構造を与え, それに伴う Poisson構造を定義す

ることである. Xを uの (n, 1)成分を 0と固定した部分空間と同一視する. Λをシ

フト行列としたとき下三角 Lax行列のなす空間 Lax := Λ+ b̄を考える.ここに b̄

は下三角 Borel部分代数である. Laxは Poisson多様体である. Laxを target空

間とみなしたX 上の Poisson σ modelを u ∈ U に対して σu(x) = u(Λ + x)u−1,

x ∈ X で定義する. さて Laxは q ∈ Rn−2によりパラメトライズされた標準形を

もちべき零群の N̄ 随伴軌道により Laxは一意的に標準形になる. LaxからX へ

の標準的な射影があるので標準形の N̄ 軌道からX への射影が存在する. 実は N̄

軌道ではなく標準形の parabolicな戸田格子の軌道さえ考えればX への上への射

影が得られることがわかる. parabolicな戸田格子とはある放物型部分群により決

まる部分旗多様体G/P 上の力学系である. Bを上三角Borel群としたとき旗多様

体 G/B 上の力学系として表されるのが full Kostant-戸田格子である. この事実

はG/BがG/P を底空間としファイバー構造を幾重にも重ねたタワー構造で full

Kostant-戸田格子がこのタワー構造で定義されたGelfand-Cetlin系であることに

拠っている [5] . さてこの射影により q ∈ Rn−2 方向と parabolicな戸田格子の

時間発展の方向 t ∈ Rn−2 からなるX 上の偏極が得られる. O(q)を標準形 L(q)

の parabolicな戸田格子の軌道としよう. ⊔q∈Rn−2O(q)により target空間 Laxの

2n− 4次元の曲面 Todaが得られる. X 上の Poisson構造を Todaの Laxにおけ

る Poisson構造で定義するとX も Poisson多様体に成る. Todaの Laxでの q方

向の x ∈ Rn−2 のずらし, 中心方向への s ∈ Rのずらしを考えその引き戻しを考
えたらX 上に新たな Poisson構造が得られる. つまり (x, s) ∈ Rn−2 ×R ≃ Rn−1

はX の Poisson構造のモジュライ空間と考えられる. さらにこのモジュライ空間

に Heisenberg群 U は自然に作用する. 本講演の２つ目の目標は 1.このモジュラ

イ空間を量子化し U のユニタリー表現を定義する. 2.Stone-von Nuemannの定理

を用いてこのユニタリー表現を既約分解する. その際重複度の関数を自然にどの

ように定義すれば良いかを考える. 重複度関数は Ston-von Nuemannの定理のパ

ラメーター hの関数と考えられる. 一般に次の直積分で表されるH 上の線形作

用素 T =
∫ ⊕
h∈R f(h)eΘ(h)ρhdhを考える. この右辺を T のスペクトル分解と言お

う. H 上の線形作用素のスペクトル分解からいかに U のユニタリー表現の既約

分解が得られるか見ていきたい. その際スペクトル関数を実軸の近傍 \Rの正則
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関数として拡張し Rで境界値をとることによりスペクトル関数を佐藤超関数に拡
張することを考える. 今回 G = GLn(R)としたが一般の reductiveで splitな Lie

群に対しても旗多様体G/Bが N̄ と同型な被覆の張り合わせにより構成できるこ

とから [8], A型ではない caseにも応用できると考える.

2 parabolicな戸田格子と旗多様体G/B上のGelfant-

Cetlin系

改めて記号を定義しよう. G = GLn(R), B ⊂ Gを上三角 Borel群, N ⊂ B を

べき零部分群とし B̄, N̄ はそれぞれの oppositeとする. U ⊂ N̄ は introduction

で述べた 2n − 3 次元の Heisenberg 群とし P ⊃ B は Levi 部分群が GL1(R) ×
GLn−2(R) × GL1(R)である放物型部分群とする. さらに対応するドイツ文字は

それらの Lie代数とする. さて P = P1 とし放物型部分群の列

G ⊃ P1 ⊃ P2 ⊃ · · · ⊃ P[(n−1)/2](⊃ P[(n−1)/2]+1)

を考える. ただし Pk はその Levi部分群が

Lk = GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
k

×GLn−2k(R)×GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
k

で n = 2ℓ + 1 のときこの列は P[(n−1)/2] で終わり P[(n−1)/2] の Levi 部分群は

GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
n

となる. 一方 n = 2ℓの時は列は P[(n−1)/2]+1まで伸びて

その Levi部分群は

GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
ℓ

×GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
ℓ

= GL1(R)× · · · ×GL1(R)︸ ︷︷ ︸
n

となる. さて G/P2 は G/P1 のファイバー束でその

ファイバーは (G/P2)/(G/P1) ≃ P1/P2となる. またP1/P2は多様体として 2n−7

次元の Heisenberg群 U2n−7 と多様体として同型である.これを

G/P2

��

U2n−7
oo

G/P1

(2.1)

とかく. 同様にG/P3はG/P2のファイバー束で,そのファイバーはG/P3/G/P2 ≃
P2/P3 ≃ U2n−11となる. 以下同様に続けると例えば nが奇数の時次のようなファ
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イバー束の列が得られる

G/B = G/P[n/2]

��

P[n/2]−1/P[n/2] ≃ U3
oo

G/P[n/2]−1

��

P[n/2]−2/P[n/2]−1 ≃ U7
oo

...
...

G/P2

��

U2n−7
oo

G/P1

(2.2)

(2.2)を G/P を底空間とした旗多様体 G/B のタワー構造と言おう. この section

では full Kostant-戸田格子と言われる G/B のタワー構造上の Gelfand-Cetlin系

を紹介する. Λ =
∑n−1

i=1 Ei,i+1 をシフト行列とする. Lax := Λ + b̄ としよう.

L ∈ Laxを定数行列とし Φ(t) = exp(t1L+ · · ·+ tn−1L
n−1)とする. Φ(t)の U -P

分解

u(t)−1p(t) = Φ(t) (2.3)

を考える, ただし u(t) ∈ U , p(t) ∈ P . さて Lax は Poisson 構造を持ち, その

Poisson構造で trLkたちは可換に成る. このうち代数的に独立なものは trLk, k =

2, . . . , nの n−1個である. trL = 0と固定する. Lk−1 = (1/k)∇trLk, k = 2, . . . , n

となる. trLk, k = 2, . . . , nと同等な Hamiltonianとして

|λIn − L| = λn +An−2λ
n−2 + · · ·+A1λ+A0

の係数A0, . . . , An−2が考えられる. 一般に n×n行列X に対して上から k行, 右

から k列除いてできる (n− k)× (n− k)行列をX(k) とかく.

|(λIn − L)k| = Ak
n−2kλ

n−2k + · · ·+Ak
0

とすると Levi因子がGLk(R)×GLn−2k(R)×GLk(R)なる放物型部分群 Pk ⊃ B

に対して

p ·Ak
i (L) = Ak

i (AdpL) = det(q1)/det(q2)A
k
i (L),

ただし p =

 q1 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗
O Q ∗ ∗ ∗
0 O q2

 で q1, q2 ∈ GLk(R), Q ∈ GLn−2k(R)[9]. よっ

て Iki (L) := Ak
i (L)/A

k
n−2k(L), i = 0, . . . , n − 2k − 1は Pk 不変式になる. した
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がって Iki , i = 0, . . . , n− 2k − 1は G/Pk 上可換な Hamiltonianとなる. ここで

k = 1としよう. G/P2 は G/P1 上のファイバー束でそのファイバーは P1/P2 と

なる. これはGLn−2(R)をGL1(R)×GLn−4(R)×GL1(R)を Levi部分群とする

放物型部分群で割った旗多様体とみなせる. I1i , i = 0, . . . , n− 3は P1不変だから

P1/P2上 Poisson可換になる. 最初の Ai, i = 0, . . . , n− 2はG不変なのでこれら

は P1/P2上 I1i , i = 0, . . . , n− 3と Poisson可換になる. U -P 分解 (2.3)で p(t) の

Levi部分を p1(t) × Q1(t) × p2(t)とする. p = 1 × Q1(t) × 1 · p′1 としよう. 今

Q1(t)が

Q1(t) = Q1(t, s
1) = A(t) exp(s10∇I10 + · · ·+ s1n−3∇I1n−3), (2.4)

ただし A(t) ∈ GLn−2(R)で ∇I1i は I1i の P1/P2 上の gradient, であると仮定す

る. 次にこの Q1(t, s
1)の U -P 分解

u−1
1 (t, s1)p1(t, s

1) = Q1(t, s
1) (2.5)

を考える. ここで u1(t, s
1)は 2n− 7次元の Heisenberg群で p1(t, s

1)は同じサイ

ズの放物型部分群. u1,p1 は自明な方法で Gに埋め込みその像も u1, p1 と書くこ

とにする. p1 の GLn−4(R)の部分を Q2(t, s
1)とし

Q2(t, s
1) = Q2(t, s

1, s2) = A(t, s1) exp(s20∇I20 + · · ·+ sn−5∇I2n−5) (2.6)

と言う形を仮定し U -P 分解

u2(t, s
1, s2)−1p2(t, s

1, s2) = Q2(t, s
1, s2) (2.7)

を考える. 以下同様に分解を行い得られる

(u(t), u1(t, s
1), . . . , uℓ(t, s

1, . . . , sℓ)),

ただし ℓ =

{
[n−1

2 ] if nodd

[n2 ]− 1 if neven
は G/P を底空間とする G/B のタワー構造

(2.2)上の完全可積分系すなわちGelfand-Cetlin系で full Kostant-戸田格子という.

w(t, s1, . . . , sℓ)−1 = u(t)−1u1(t, s
1)−1 · · ·uℓ(t, s

1, . . . , sℓ)−1,

b(t, s1, . . . , sℓ) = p′ℓ(t, s
1, . . . , sℓ) · · · p′1(t, s1)p′(t)

とおくと (2.5)から

w(t, s1, . . . , sℓ)−1b(t, s1, . . . , sℓ) = Φ(t) (2.8)

を得るので時間変数 tに関しては通常の戸田格子

dL(t, s)/dtk = [(Lk(t, s))+, L] (2.9)

を満たすただし (s1, . . . , sℓ)をひとまとめに sと置いた.またL(t, s) = w(t, s)Lw(t, s)−1.

他の sに関する時間発展の具体的な形はわからない. また parabolicな不変式を

chop integralsと言う [3], [4]
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3 X = U/RのPoisson構造への full Kostant-戸田格

子の応用

自然な射影を proj′b̄ → uとする. proj : Lax → uを proj(Λ + b̄) = proj′(b̄)で

定義する. さらにX = u/rは uの (n, 1)成分を 0にしたものと考えられるから自

然な射影 res : u → X も定義できる. よって射影 res ◦ proj : Lax → X が定義で

きた. L ∈ Laxで trL = 0となるものを考える. Kostant[13]により w ∈ N̄ が存

在し Adjoint変換により次のような標準形に uniqueに変換できる.

wLw−1 = Λ+


0 t0 0
...

. . .
...

r tq 0

 , r ∈ R,q ∈ Rn−2 (3.1)

今 (3.1) の右辺の標準形の集合を standard, s-Lax とすると (3.1) は Lax は s-

Laxの N̄ 軌道により埋め尽くされていると言い換えることができる. したがって

res ◦ projは s-Laxの N̄ 軌道からX への上の写像になる. 実は s-Laxの N̄ 軌道

を full Kostant-戸田格子の t軌道に制限してもこの全射性は保たれる. (3.1)の右

辺に現れる s-Laxの元を L(r,q)と書こう. (2.3)において Φ(t)|tn−1=0 を改めて

Φ(t)とおきその full Kostant-戸田格子の t軌道解を w(t)とする. q ∈ Rn−2に対

して O(q) = {w(t)L(0,q)w(t)−1|t ∈ Rn−2}とすると
Theorem 1 res ◦ proj は ⊔q∈Rn−2O(q)からX への全単射になっている.

証明の概略 x ∈ X を uで (n, 1)成分が 0であるものと同一視すると明らかに

res◦proj(Λ+x) = x. Kostantの定理よりある a ∈ N̄ が存在して a−1(Λ+x)a =

L(r,q) ∈ s-Laxとなる. REn,1 は n̄の中心元だから

L(0,q) = L(r,q)− rEn,1 = a−1(Λ + x)a− rEn,1 = a−1(Λ + x− rEn,1)a

明らかに res ◦ proj(Λ + x − rEn,1) = x. s-Lax の中で r = 0 のものを改め

て s-Lax としその元を L(q) と書くことにする. よって s-Lax の N̄ 軌道から

X への上への写像が存在する. さて s-Lax の N̄ 軌道は初期位相をずらすこと

により full Kostant-戸田格子の t 軌道の和に分解できることがわかる. つまり

wA(t)
−1bA(t) = AΦ(t), ただし A ∈ GLn(R) は定数行列とした時 O(q, A) :=

{wA(t)L(q)wA(t)
−1|t ∈ Rn−2}とすると s-Laxの N̄ 軌道は ∪A⊔q∈Rn−2 O(q, A)

となる. 今改めて Λ+x− rEn,1を Λ+xと書くことにしよう. あるwA(t)が存在

して Λ + x = wA(t)L(q)wA(t)
−1 となる. Legendre変換により Laxにおける時

間発展と旗多様体 G/B における時間発展は同等である. したがって Λ + xを始

点とし res ◦ projL = xに沿った Lax上のベクトル場を G/B 上の full Kostant-

戸田格子の変数 t, sを変化させることにより実現できる. よって t, sを変化させ

ることにより Λ + xは有限時間のうちに res ◦ proj = xのまま O(q, En)すなわ

ち full Kostant-戸田格子の t軌道の上に移動させることができる. 証明終了
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G/B のタワー構造の底空間が G/P だったので次の可換図式を得る. ただし

σ : G/B → G/P は canonicalな射影.

Orbits of full Kostant Toda lattice

res◦proj
��

σ

,,XXXXX
XXXXXX

XXXXXX
XXXXXX

X

X Orbits of parabolic Toda lattice
res◦projoo

この図式から次の定理を得る. U -P 分解 (2.5)より得られる parabolicな戸田格子

の軌道も O(q)と書くことにする. つまり

O(q) := {u(t)L(q)u(t)−1|t ∈ Rn−2, u(t) ∈ U solution of (2.3)}

Theorem 2 O(q)を上のように定義した時 ⊔q∈Rn−2O(q)から X へ全単射が存

在する.

定理 2の⊔q∈Rn−2O(q)もTodaと書こう. TodaからXへの全単射をπとする.

Todaの点は L(t,q)とかける. P (t,q) = π(L(t,q)) ∈ X とする. L(t,q) = Λ + ∗ t0 0

L1 ∗ 0

Ln,1
tLn ∗

としよう. ここで L1 =


L2,1

...

Ln−1,1

, Ln =


Ln,n−1

...

Ln,2


とする. よって P (t,q) =

 0 t0 0

L1(t,q) O 0

0 tLn(t,q) 0

 とかける 今 P (t,q)にお

けるX の Poisson構造を Toda ⊂ Laxの Poisson構造で定義する. つまり

{Ln,j(t,q), Li,1(t,q)} = δi,jLn,1(t,q) (3.2)

により定義する. (3.2)は中心拡大

{Ln,j(t,q), Li,1(t,q)} = δi,j(Ln,1(t,q) + r), (3.3)

を持つ. ここで r ∈ R. さらに x ∈ Rn−2 とした時 q 7→ q+ xはX の微分同相を

誘導する. この微分同相による target space内の曲面 Todaの引き戻しによりX

上に新しい Poisson構造が定義できる. したがって q 7→ q+ x及び r 7→ sr, ただ

し x ∈ Rn−2, s ∈ R, により (3.3)から X 上に新しい Poisson構造が定義される.

このことから S := Rn−2 ×R = {(x, s)} ≃ Rn−1をX の Poisson構造のモジュラ

イ空間とみなすことができる. 2n− 3次元 Heisenberg群 U は S に h ∈ Rでパラ
メトライズされた次の作用を持つ.

ηh(

 1 t0 0

a En−2 0

c tb 1

)(s,x) = (s+ hc+ tbx,x+ ha). (3.4)
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4 Heisenberg群のユニタリー表現の既約分解

2n− 3次元 Heisenberg群 U の §3で定義した U のモジュライ空間 S への作用を
量子化しユニタリー表現の既約分解を考える. H 上のユニタリー表現 ρを１つ

とり固定する. S の”量子化”として

Ŝ := T⊗ H , (4.1)

ただし Tはトーラス {z ∈ C||z| = 1}とする, を考える. 任意の g ∈ U に対してつ

ぎの図式をみたすH の閉部分空間 V と V から L2(Rn−2)へのユニタリー作用素

Ψh が存在したとする.

V

ρ|V (g)

��

Ψh// L2(Rn−2)

ρh(g)

��
V

Ψh// L2(Rn−2)

(4.2)

(4.2) のうち極大な V をユニタリー表現 (ρ,H ) の既約成分といい Hh とかく.

ユニタリー表現 (ρ,H )は既約分解H = ⊕h∈RHh を持つ. 今 h ∈ Rを固定し
eis ⊗ Hh ⊂ T⊗ H 上の U のユニタリー表現 ηh を

ηh(

 1 t0 0

a En−2 0

c tb 1

)eis ⊗ f(x) = ei(s+
tbx+hc) ⊗ f(x+ ha), (4.3)

ただしHh を L2(Rn−2)と同一視した, で定義する. さて今 U の Hilbert空間 V

のユニタリー表現 πが既約分解 V = ⊕jVj をもつとし dimVj < ∞が各 j でなり

たったとする. このとき tr(1|Vj
)は各 Vj で定数となり πの Vj における重複度を

表す. このとき πは既約分解

π =

∫ ⊕
tr(1|Vj )π|Vjdj (4.4)

を持つ. X には前述の通り Todaの上の Poisson構造から induceされた Poisson

構造が入る. u = LieU とするとこの Poisson構造は Lie algebroid (u, ι,X)を定

義する. ここで ι : u → TX は anchor mapでXi, Yj , Z, 1 ≤ i, j ≤, n− 2を uの

基底とした時 ι(Xi) = ξLi,1(P (t,q)), ι(Yj) = ξLn,j(P (t,q)), ι(Z) = Ln,1(P (t,q))と

する. ここで ξ∗は ∗に関するHamiltonianベクトル場とする. (3.3)から uよりも

その中心拡大 ũ = u⊕ R · 1を考えたほうが自然である. ρの微分表現を普遍包絡

環 U(ũ)のH 上の表現と考える. この時中心 1は各既約成分Hh上で定数倍で作

用する. これをm(h)とする. {m(h)}h∈Rをユニタリー表現 ρの “座標”と考え ρ

と同一視する. このm(h)を上記の tr1|Vj のアナロジーと考え ρ =
∫ ⊕
R m(h)ρhdh

を既約分解と考えたくなるが, 中心の取り方には r → sr s ∈ T なる自由度が存在
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する. 1は 1 · sに変わりm(h)はm(h)sに変わるのだが 1 · sを改めて 1と考えれ

ば各既約成分にはm(h)倍で作用する. この時中心 1の表現m(h)の重複度を勘

定する必要が生じる. それを eΘ(h) で表す. ただし

Θ(h) :=
1

2π

∫ 2π

0

exp(i(1 +m(h))s)ds =
1

2π

e2πi(1+m(h)) − 1

1 +m(h)

とする. m(h) ∈ Z− {−1}ならば Θ(h) = 0となり重複度は 1. 今m(h)の代わり

にΘ(h) = Θ(m(h))を ρのHh上の重複度と考えよう. m(h)の重複度Θ(h)を取

り込んだH 上の線形作用素 ∫ ⊕

h∈R
f(h)eΘ(h)ρhdh (4.5)

を考えよう. ここで f(h)はスペクトル関数である. スペクトル分解から U のユニ

タリー表現の既約成分をすくい取るため次の考察を行いスペクトル関数 f(h)を決

定する. １つ目は hをスペクトル分解のパラメーター, m = m(h)を ρの既約分解

のパラメーターと考えパラメーターの入れ替えを行う. ２つ目は実際に表現が実

現されるのはm = m(h)が整条件つまり h ∈ RがBohr-Sommerfeld setの点であ

る事. この２つの条件を勘案すると f(h) = 1
h−m(h) で h −m(h) = 0の根は離散

的で Bohr-Sommerfeld条件からm(h) ∈ Z\{−1} つまり h ∈ Z\{−1}となる. 今

h−m(h) = 0の解を有限個とし a1 < a2 < · · · < ak < −1, aj ∈ Z, j = 1, . . . , k

とする. この時スペクトル分解∫ ⊕

h∈R

1

h−m(h)
eΘ(h)ρhdh (4.6)

が考えられるが h = aj , j = 1, . . . , k で極を持ち (4.6) は意味をなさない. h −
m(h) = 0の根は a1, . . . , ak で尽くされているので 1

h−m(h) は V \Rに解析接続で
きる. ただし V は Rのある近傍とする. この解析接続を F (z)とかく. ϵ > 0とす

ると直積分

T±ϵ =

∫ ⊕

h∈R
F (h± iϵ)eΘ(h)ρhdh (4.7)

は意味を持つ. 今 Tϵ と T−ϵ の境界値の差を取ろう. つまり

lim
ϵ→0+0

Tϵ − T−ϵ =

∫ ⊕

h∈R
( lim
ϵ→0+0

F (h+ iϵ)− F (h− iϵ))eΘ(h)ρhdh (4.8)

A1, . . . , Ak を定数とし

F (z) =
A1

z − a1
+ · · ·+ Ak

z − ak
+ φ(z)

の形をしているとする. ここで φ(z)は正則関数. すると (4.8)のスペクトル関数

は佐藤超関数となり h = a1, . . . , ak 以外では 0となる. よって

lim
ϵ→0+0

Tϵ−T−ϵ = A1

∫ ⊕

h∈R
δ(h−a1)e

Θ(h)ρhdh+ · · ·+Ak

∫ ⊕

h∈R
δ(h−ak)e

Θ(h)ρhdh
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= A1e
Θ(a1)ρa1

+ · · ·+Ake
Θ(ak)ρak

m(aj) = aj ∈ Z\{−1}, j = 1, . . . , kより

= A1ρa1 + · · ·+Akρak

となり既約分解を得る.

References

[1] E.Bintz and S.Pods, The geometry of Heisenberg groups, with applications

in signal theory, optics, quantization and field quantization, Math.surveys

and monographs 151, AMS, Providence, Rhode Island, 2008

[2] F.Bonechi, A.Cattaneo and M.Zabzine, Geometrical quantization and non

perturbative Poisson sigma model, Adv.Theor.Math.Phys. 10(2006) 683-712

[3] P.Deift, L.Li, T,Nanda and C.Tomei, The Toda lattice on a generic orbit is

integrable, Comm.Pure Appl.Math. 39(1986) 183-232

[4] N.Ercolani, H.Flaschka and S.Singer, The geometry of the full Kostant-

Toda lattice, in O.Babelon, P Cartier and Y.Kosmann-Schwarzbach(Eds),

Integrable systems the Verdier memorial conference, Actes du colloque inter-

national de Luminy, Prog.Math.115, Birkhäuser, Boston, 1993, pp181-226
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